
良い病院になるために
患者さんの声は、要約して載せておりますので
ご了承願います。

あなたの声を
待っております

授乳室が一つしかないのは大変でした。また、授乳室にも
手洗い用の洗剤等を置いていただけると助かります。

ご不便をおかけして申し訳ありません。
授乳室が使用中の場合、授乳できる別のお部屋を用
意いたしますので、遠慮なく院内スタッフにお声掛
けください。
なお、授乳の際に手洗いが出来るよう、手洗い用洗
剤とペーパータオルを設置いたしました。

声

回答

付き添いベッドの料金が高すぎる。一時退院するとリセットされる。料金システムを見直し
て欲しい。長期入院の付添い者の負担をもっと考えて欲しいです。

患者さんからの声をいただき、付き添い寝具の料金について
見直しを行いました。
30日以内の再契約の場合は、前契約の日数・金額を引き継い
で適用できるようにいたしました。
貴重なご意見をいただきありがとうございました。

声

回答

大学病院は事務的な対応だと思っていましたが、優しく親身に対応していただき、その言葉が
深く心にしみました。今後ともよろしくお願いすると同時に今後のご活躍をお祈りします。

「声」をお寄せいただきありがとうございます。患者さんからいただいた「声」を励みに、病院
スタッフ一同、患者さんに満足していただけるよう努めて参ります。

声

回答

感謝の声

これまでの「かけはし」は、医学部附属病院ホームページからご覧いただけます。

大分大学医学部附属病院
〒879-5593  由布市挾間町医大ヶ丘1丁目1番地　TEL 097-549-4411（代）
大分大学医学部附属病院ホームページ　http://www.med.oita-u.ac.jp/hospital/index.html

（文責 ： 病院長）
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　令和6年1月1日16時10分頃に発生した能登半島地震
は、最大震度7を記録し直後に津波も発生しました。石川
県北部では、建物が崩壊、道路が寸断しライフラインが途
絶するなどの大きな被害を生じています。大分大学医学部
附属病院におきましては、能登半島地震への支援として、
JMAT（日本医師会災害医療チーム）やDMAT（災害派遣
医療チーム）などのチームを派遣しました。
　大分大学JMAT第1班は、1月14日～ 21日にかけて派遣され、三愛メディカルセンター JMAT隊と合
同で、七尾市、輪島市の病院や診療所などの実地調査やスクリーニングを行い、小松市においては1.5次
避難所の立ち上げ支援を行いました。被災地の診療所の先生方は、自身が被災しているにもかかわらず、
発災直後より診療所や避難所での診療を再開されており、頭の下がる思いであり、また、もっと早く支援
を届けることができなかったのかと考えさせられました。第2班は、2月12日～17日にかけて派遣され、
金沢以南の2次避難所の巡回・スクリーニングを行いました。今回の地震では、道路の寸断により被災地
へ支援が入りにくく、また、水道の復旧が非常に遅れていることにより、能登北部からの金沢以南への2
次避難が推奨され、それに対する支援が課題となっておりましたが、当院のチームはその一助となれたと
思います。DMAT隊は、1月28日～ 2月3日にかけて派遣され、穴水町保健医療福祉調整本部で本部活動
を行いました。DMATロジチームとして、1月19日～23日にかけて、医師1名を輪島市保健医療福祉調
整本部へ派遣し、福祉施設・搬送調整のリーダーを担当しました。また、薬剤師1名が、日本病院薬剤師
会災害ボランティア薬剤師として、2月7日～2月14日の期間、珠洲市総合病院へ支援に入りました。
　このように、被災地まで遠距離ではありますが、大分大学医学部附属病院としましては、様々の立場か
ら可能な限りの支援を行って来ました。この経験は、南海トラフ巨大地震が起きた際の大分県での活動に
生かせるものと思います。

大分大学医学部附属病院の能登半島地震への
支援について

能登北部JMAT調整支部 公立穴水総合病院

（文責 ： 災害マネジメント総合支援センター センター長　下村 剛）



　当院では、患者さんの満足度やご意見を把握するために、昨年11月に外来と入院の患者さんを対象に、「患者満足度調査」を実施いたしました。
調査にご協力いただきました患者の皆さま並びにご家族の皆さまには厚くお礼申し上げます。以下に、調査結果の概要をご報告いたします。
　今回の調査で皆さまからいただいた貴重なご意見を全職員で共有し、今後も引き続き患者サービスの質の向上に努めてまいります。

令和５年度の患者満足度調査結果について

外  来

サービス・国際化推進委員会委員長　波多野　豊

■総合評価点

■個別項目の満足度

【施設面】 【院内施設面】

【病室環境面】

【診療面】

【接遇面】

【時間面】

有効回答者数：1211人

■回答者の性別・年齢
有効回答者数：1433人

有効回答者数：1433人

10歳
未満

0％

10％

20％

30％

40％

50％

10～
19歳

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70～
79歳

80歳
以上

「総合的に当院を100点満点で評価すると、何点ぐらいに
  なりますか」

■受診満足度 有効回答者数：1296人

「当院を受診してよかったと思いますか」

20.2 64.2 14.1
1.5
0.1

前回調査との差　　  +0.5点
大学病院平均との差  +2.2点

前回調査　　　男性48.7%、女性51.3％
大学病院平均　男性44.4%、女性55.5%

非常に満足 満足 どちらとも
いえない

やや不満 不満

平均評価点
83.0点

前回調査との差　　  +1.9歳
大学病院平均との差  +3.8歳

平均年齢
61.7歳

良かった まあ良かった あまり
良くなかった

良くなかった

総合待合室の設備や雰囲気

各科の待合室の設備や雰囲気

診察室や検査室の設備や雰囲気

トイレや洗面所設備

案内看板や道順表示のわかりやすさ

診察室前の呼び出し表示のわかりやすさ

売店、食堂、自動販売機

駐車場の広さや入りやすさ

施設面全般について

診察待ち時間

診察時間

診察後の支払いまでの待ち時間

時間面全体について

19.4 60.5 16.4
3.5
0.3

当院（前回）

当院（今回） 72.6 25.7
1.3
0.4

71.9 26.8
1.2
0.2

22.6 62.6 13.6
1.0
0.2

29.3 58.9 8.9
2.0
0.8

20.2 56.2 20.2
3.2
0.3

24.7 56.4 15.0
3.1
0.8

20.8 53.8 21.2
3.4
0.8

14.1 44.2 25.7 12.6 3.3

17.9 63.0 17.0
1.8
0.2

8.0 25.1 33.9 21.7 11.2

15.9 51.4 25.4
5.5
1.9

8.1 34.1 33.4 17.8 6.6

8.9 32.6 35.9 16.5 6.2

29.8 53.8 13.1
2.5
0.8

看護師の言葉使いや態度

医師の言葉使いや態度

検査技師の言葉使いや態度

放射線技師の言葉使いや態度

薬剤師の言葉使いや態度

接遇面全般について

看護師の説明のわかりやすさ

医師の病状や検査結果の説明

医師への質問や相談のしやすさ

医師の診断や処置への信頼感

検査技師の説明のわかりやすさ

放射線技師の説明のわかりやすさ

薬剤師の説明のわかりやすさ

プライバシーへの配慮

診察面全般について

33.9 56.1 8.4
1.1
0.5

39.0 52.8 6.9
0.7
0.5

34.7 55.6 9.3
0.3
0.2

33.5 54.5 11.3
0.6
0.1

31.1 53.3 15.2
0.4
0.0

29.8 57.4 11.5
1.1
0.2

32.4 53.4 13.1

38.0 50.3 10.0
1.2
0.6
2.0
0.7
1.3
0.7

0.6
0.5

37.1 48.8 11.4

39.4 48.4 10.2

0.9
0.230.0 54.5 14.4

0.7
0.329.4 54.0 15.6

1.0
0.129.7 52.3 16.9

1.9
0.230.2 52.0 15.8

0.9
0.730.0 56.1 12.4

事務職員（医事課受付）の
言葉使いや態度

男性
51.0％

女性
49.0％

2.4 2.6 2.2
6.0

8.78.7
13.613.6

21.121.1

30.630.6

12.812.8

当院（前回）
当院（今回）
大学病院平均

■回答者の性別・年齢
有効回答者数：318人

有効回答者数：313人

10歳
未満

0％

10％

20％

30％

40％

50％

10～
19歳

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70～
79歳

80歳
以上

前回調査　　　男性52.5%、女性47.5％
大学病院平均　男性52.2%、女性47.8%

前回調査との差　　  -1.5歳
大学病院平均との差  +2.3歳

平均年齢
61.4歳

2.3 1.3 2.3
7.4

11.811.8
12.112.1

23.023.0
26.626.6

13.413.4

当院（前回）
当院（今回）
大学病院平均

■総合評価点

■個別項目の満足度

有効回答者数：325人

「総合的に当院を100点満点で評価すると、何点ぐらいに
  なりますか」

■入院満足度 有効回答者数：318人

「当院を受診して（入院して）良かったですか」

30.9 53.0 13.6
2.4
0.0

前回調査との差　　  -0.1点
大学病院平均との差  +2.9点

非常に満足 満足 どちらとも
いえない

やや不満 不満

平均評価点
90.0点

良かった まあ良かった あまり
良くなかった

良くなかった

建物の外観やつくり

医療機器等の設備

トイレ、洗面、給湯等の設備

売店、食堂、自動販売機

整理整頓や清掃状態

院内施設面全般について

病室の居心地（清潔さ・広さなど）

ベッド、寝具、ベッド周り設備

冷暖房や照明

食事の内容

食事時間や起床・消灯時間

病室環境面全般について

54.3 41.8 3.7
0.3
0.0

当院（前回）

当院（今回） 86.6 12.5

88.9 10.7 0.0
0.3
0.6
0.3

42.1 46.0 8.0
3.6
0.3

34.9 51.2 10.8
3.0
0.0

41.8 45.7 9.6
2.7
0.3

37.3 54.3 7.4
0.9
0.0

プライバシーへの配慮

接遇面全般について

看護師の説明のわかりやすさ

看護師の採血や介助の手際よさ

医師への質問や相談のしやすさ

医師の病状や検査結果の説明

医師の病状に対する処置の適切さ

検査技師の説明のわかりやすさ

放射線技師の説明のわかりやすさ

薬剤師の説明のわかりやすさ

リハビリ担当者の説明のわかりやすさ

診療サービス面全般について

58.3 39.1 2.6
0.0
0.0

医師の言葉使いや態度

検査技師の言葉使いや態度

放射線技師の言葉使いや態度

薬剤師の言葉使いや態度

リハビリ担当者の言葉使いや態度

30.6 40.9 22.1
3.3
3.0

56.9 38.5 4.2
0.3
0.0

32.9 51.5 14.4
0.6
0.6

57.5 36.9 5.6
0.0
0.0

35.3 52.6 10.3
1.5
0.3

58.9 34.0 6.6
0.5
0.0

47.9 40.8 9.3
1.3
0.6

50.6 43.4 5.4
0.6
0.0

50.6 44.0 4.5

48.4 44.5 5.7
1.5
0.0
0.3
0.3
0.3
0.6

0.6
0.3

54.1 40.5 4.8

53.6 39.8 5.7

0.3
0.056.5 39.2 4.0

0.0
0.447.0 47.7 4.9

0.4
0.446.1 46.9 6.3

0.4
0.048.1 45.7 5.8

0.0
0.053.6 38.1 8.2

0.3
0.047.9 47.3 4.5

57.4 37.4 4.6
0.6
0.0

看護師の言葉使いや態度

43.5 45.5 9.2
1.5
0.3

59.7 36.7 2.1
1.5
0.0

38.1 48.3 10.2
3.0
0.3

61.0 36.6 1.8
0.3
0.3

30.8 50.0 15.0
3.0
1.2

事務職員（医事課受付）の
言葉使いや態度

入  院

【接遇面】

【診察面】

男性
55.3％

女性
44.7％



　当院では、患者さんの満足度やご意見を把握するために、昨年11月に外来と入院の患者さんを対象に、「患者満足度調査」を実施いたしました。
調査にご協力いただきました患者の皆さま並びにご家族の皆さまには厚くお礼申し上げます。以下に、調査結果の概要をご報告いたします。
　今回の調査で皆さまからいただいた貴重なご意見を全職員で共有し、今後も引き続き患者サービスの質の向上に努めてまいります。

令和５年度の患者満足度調査結果について

サービス・国際化推進委員会委員長　波多野　豊

【院内施設面】

【病室環境面】

【診療面】

【接遇面】

■回答者の性別・年齢
有効回答者数：318人

有効回答者数：313人
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未満
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29歳

30～
39歳
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79歳

80歳
以上

前回調査　　　男性52.5%、女性47.5％
大学病院平均　男性52.2%、女性47.8%

前回調査との差　　  -1.5歳
大学病院平均との差  +2.3歳

平均年齢
61.4歳

2.3 1.3 2.3
7.4

11.811.8
12.112.1

23.023.0
26.626.6

13.413.4

当院（前回）
当院（今回）
大学病院平均

■総合評価点

■個別項目の満足度

有効回答者数：325人

「総合的に当院を100点満点で評価すると、何点ぐらいに
  なりますか」

■入院満足度 有効回答者数：318人

「当院を受診して（入院して）良かったですか」

30.9 53.0 13.6
2.4
0.0

前回調査との差　　  -0.1点
大学病院平均との差  +2.9点

非常に満足 満足 どちらとも
いえない

やや不満 不満

平均評価点
90.0点

良かった まあ良かった あまり
良くなかった

良くなかった

建物の外観やつくり

医療機器等の設備

トイレ、洗面、給湯等の設備

売店、食堂、自動販売機

整理整頓や清掃状態

院内施設面全般について

病室の居心地（清潔さ・広さなど）

ベッド、寝具、ベッド周り設備

冷暖房や照明

食事の内容

食事時間や起床・消灯時間

病室環境面全般について

54.3 41.8 3.7
0.3
0.0

当院（前回）

当院（今回） 86.6 12.5

88.9 10.7 0.0
0.3
0.6
0.3

42.1 46.0 8.0
3.6
0.3

34.9 51.2 10.8
3.0
0.0

41.8 45.7 9.6
2.7
0.3

37.3 54.3 7.4
0.9
0.0

プライバシーへの配慮
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看護師の説明のわかりやすさ
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検査技師の説明のわかりやすさ

放射線技師の説明のわかりやすさ
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リハビリ担当者の説明のわかりやすさ

診療サービス面全般について

58.3 39.1 2.6
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薬剤師の言葉使いや態度

リハビリ担当者の言葉使いや態度

30.6 40.9 22.1
3.3
3.0

56.9 38.5 4.2
0.3
0.0

32.9 51.5 14.4
0.6
0.6

57.5 36.9 5.6
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0.0

35.3 52.6 10.3
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0.5
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0.6
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看護師の言葉使いや態度

43.5 45.5 9.2
1.5
0.3

59.7 36.7 2.1
1.5
0.0

38.1 48.3 10.2
3.0
0.3

61.0 36.6 1.8
0.3
0.3

30.8 50.0 15.0
3.0
1.2

事務職員（医事課受付）の
言葉使いや態度

入  院
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良い病院になるために
患者さんの声は、要約して載せておりますので
ご了承願います。

あなたの声を
待っております

授乳室が一つしかないのは大変でした。また、授乳室にも
手洗い用の洗剤等を置いていただけると助かります。

ご不便をおかけして申し訳ありません。
授乳室が使用中の場合、授乳できる別のお部屋を用
意いたしますので、遠慮なく院内スタッフにお声掛
けください。
なお、授乳の際に手洗いが出来るよう、手洗い用洗
剤とペーパータオルを設置いたしました。

声

回答

付き添いベッドの料金が高すぎる。一時退院するとリセットされる。料金システムを見直し
て欲しい。長期入院の付添い者の負担をもっと考えて欲しいです。

患者さんからの声をいただき、付き添い寝具の料金について
見直しを行いました。
30日以内の再契約の場合は、前契約の日数・金額を引き継い
で適用できるようにいたしました。
貴重なご意見をいただきありがとうございました。

声

回答

大学病院は事務的な対応だと思っていましたが、優しく親身に対応していただき、その言葉が
深く心にしみました。今後ともよろしくお願いすると同時に今後のご活躍をお祈りします。

「声」をお寄せいただきありがとうございます。患者さんからいただいた「声」を励みに、病院
スタッフ一同、患者さんに満足していただけるよう努めて参ります。

声

回答

感謝の声

これまでの「かけはし」は、医学部附属病院ホームページからご覧いただけます。

大分大学医学部附属病院
〒879-5593  由布市挾間町医大ヶ丘1丁目1番地　TEL 097-549-4411（代）
大分大学医学部附属病院ホームページ　http://www.med.oita-u.ac.jp/hospital/index.html

（文責 ： 病院長）

本院は、
「患者本位の最良の医療」を基本理念とする。さらに、豊かな人間性と高い倫理観を備えた医療
人を育成し、先端医療の開発と安心・安全な医療の提供をとおして、地域社会の福祉に貢献する。

●個人の尊厳が尊重され、良質な医療を公平
に受けることができます。

●病気、検査、治療などについて、十分な説
明を受け、理解した後、治療方法などを自
らの意思で同意又は拒否を選択することが
できます。

●自分の診療記録について、本院の規則に則っ
て情報の提供を求めることができます。

●診療における個人情報が守られ、プライバ
シーが最大限尊重されます。

●教育実習及び研究の協力者となることを断
ることができます。

●医療行為の選択にあたっては、他の医療機
関を選択することができます。

●診断や治療方法について、他の医療者の意
見（セカンドオピニオン）を求めることが
できます。

●身体の不自由な方、外国人の方にも、でき
る限りの支援をいたします。

患者さんの権利

●良質な医療を実現するため、医療従事者に対し、患者さん
自身の健康の情報を詳しく正確に伝えてください。

●納得できる医療を受けるために、検査や治療の内容を十分
理解し、不明な点については十分質問し、合意の上でお受
けください。

●病院内の敷地内での喫煙は禁止しています。入院患者さん
は敷地内・外を問わず禁煙です。

●飲酒や他の方への迷惑行為は、禁止しています。
●迷惑行為（暴力、暴言、セクシャルハラスメント、ストーカー
行為など）があった場合は、警察に通報することがあります。

●病院内での許可のない録音・録画・写真撮影は個人情報保
護の観点から禁止しています。

●携帯電話の使用制限をしている場所での使用は、ご遠慮
ください。

●病院内の設備や備品を破損、紛失などの場合は、弁償し
ていただくことがあります。

●医療費の支払請求を受けた場合は、速やかにお支払いくだ
さい。

●盗難防止のため多額の現金や貴重品は、持ち込まないよ
うお願いします。

●原則として電気製品は、持ち込まないようお願いします。

患者さんに守っていただくこと

※患者さんに守っていただくことに書かれている約束事を万一お守りいただけ
　ない場合には、退院措置を講じさせていただくことがございます。

こどもの患者さんの権利
かんじゃ けんり

この病院で医療（身体と心の健康を守るためのお手伝い）を受けるす

べてのこどもたちが、当たり前にもっていて、求めることができるも

の（権利）をお知らせします。

びょういん

あ

し

まえ もと

けんり

いりょう からだ こころ けんこう まも てつだ う

1. みなさんは、人として大切にされます。

2. みなさんは、一番よいと考えられる医療を受けることができます。

3. みなさんは、安心・安全な場所で医療を受けることができます。

4. みなさんは、大切な人と一緒に医療を受けることができます。

5. みなさんは、自分が受ける医療のことについて、わかりやすく教え
てもらうことができます。

6. みなさんは、自分の気持ちを伝えたり、方法を選んだりできます。

7. みなさんは、差別や、身体と心を傷つけられることから守られます。

8. みなさんは、ほかの人に知られたくない秘密は守られます。

9. みなさんは、病院にいても遊んだり、勉強したりすることができます。

10. みなさんは、将来にわたって、身体と心の健康を支えてもらうこ
とができます。

ひと

いちばん

あんしん

たいせつ

じぶん

じぶん

さべつ

ひと

びょういん

しょうらい からだ こころ けんこう ささ

あそ べんきょう

し ひみつ まも

からだ こころ きず まも

き   も つた ほうほう えら

う いりょう おし

ひと いっしょ いりょう う

あんぜん ばしょ いりょう う

かんが いりょう う

たいせつ

理　念

本院は、
一、  患者本位の医療を実践する。
一、  医療の質及び安全性の向上に努める。
一、  医学、医療の発展と地域医療の向上に寄与する。
一、  教育、研究、研修の充実を図る。
一、  病院の管理・運営の合理化を推進する。

基本方針

■この度令和6年1月26日にこどもの患者さんの権利を制定しました。
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　令和6年1月1日16時10分頃に発生した能登半島地震
は、最大震度7を記録し直後に津波も発生しました。石川
県北部では、建物が崩壊、道路が寸断しライフラインが途
絶するなどの大きな被害を生じています。大分大学医学部
附属病院におきましては、能登半島地震への支援として、
JMAT（日本医師会災害医療チーム）やDMAT（災害派遣
医療チーム）などのチームを派遣しました。
　大分大学JMAT第1班は、1月14日～ 21日にかけて派遣され、三愛メディカルセンター JMAT隊と合
同で、七尾市、輪島市の病院や診療所などの実地調査やスクリーニングを行い、小松市においては1.5次
避難所の立ち上げ支援を行いました。被災地の診療所の先生方は、自身が被災しているにもかかわらず、
発災直後より診療所や避難所での診療を再開されており、頭の下がる思いであり、また、もっと早く支援
を届けることができなかったのかと考えさせられました。第2班は、2月12日～17日にかけて派遣され、
金沢以南の2次避難所の巡回・スクリーニングを行いました。今回の地震では、道路の寸断により被災地
へ支援が入りにくく、また、水道の復旧が非常に遅れていることにより、能登北部からの金沢以南への2
次避難が推奨され、それに対する支援が課題となっておりましたが、当院のチームはその一助となれたと
思います。DMAT隊は、1月28日～ 2月3日にかけて派遣され、穴水町保健医療福祉調整本部で本部活動
を行いました。DMATロジチームとして、1月19日～23日にかけて、医師1名を輪島市保健医療福祉調
整本部へ派遣し、福祉施設・搬送調整のリーダーを担当しました。また、薬剤師1名が、日本病院薬剤師
会災害ボランティア薬剤師として、2月7日～2月14日の期間、珠洲市総合病院へ支援に入りました。
　このように、被災地まで遠距離ではありますが、大分大学医学部附属病院としましては、様々の立場か
ら可能な限りの支援を行って来ました。この経験は、南海トラフ巨大地震が起きた際の大分県での活動に
生かせるものと思います。

大分大学医学部附属病院の能登半島地震への
支援について

能登北部JMAT調整支部 公立穴水総合病院

（文責 ： 災害マネジメント総合支援センター センター長　下村 剛）


